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６月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成27年 第２回定例会

平成27年第２回定例会が、６月２日から６月18日までの17日
間の会期で開催されました。今定例会では、一部の案件以外につ
いては、『平成27年第２回定例会議案審査特別委員会』を設置のう
え付託をし、慎重審査を行いました。また、６月３日、４日、５
日の３日間において一般質問（後頁P７～11）を行いました。

▼
▼  

議
案
第
47
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

主
な
内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
整
備
に
伴
う
委
託
料
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
学
習
応
援
に
係
る
給

付
、
子
育
て
家
庭
・
シ
ニ
ア
応
援

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
購
入
補

助
事
業
に
係
る
委
託
料
等
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
48
号

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整

理
一
部
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て平

成
27
年
９
月
24
日
に
土
浦
市
役

所
が
新
庁
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
に

伴
い
、
土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土

地
区
画
整
理
一
部
事
務
組
合
の
事

務
所
の
位
置
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

か
す
み
が
う
ら
市
土
地
開
発
公
社

事
業
決
算
及
び
清
算
結
了
に
つ
い

て
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る

も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
45
号

か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
策
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
が
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た

め
、
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
46
号

か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て介

護
保
険
法
改
正
に
伴
う「
低
所

得
者
の
保
険
料
軽
減
」措
置
と
し

て
、
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料

第
１
段
階
に
つ
い
て
軽
減
す
る
た
め

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

報
告
第
３
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

美
並
小
学
校
施
設
統
合
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て
継
続
費
の
繰
り
越

し
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
▼  

報
告
第
４
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て主

な
も
の
と
し
て
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
、
消
費
喚
起
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
等
に

つ
い
て
繰
り
越
し
を
行
う
も
の
で

す
。

▼
▼  

報
告
第
５
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

▼
▼  

報
告
第
６
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
土
地

開
発
公
社
事
業
決
算
及
び
清
算
結
了

に
つ
い
て

　

議
案
等
の
審
議
結
果

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決
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第２回臨時会
▼
▼  

議
案
第
49
号

か
す
み
が
う
ら
市
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て

横　

瀬　

典　

生　
　
　
　

平
成
27
年
６
月
２
日　

同
意

▼
▼  

議
案
第
50
号

霞
ヶ
浦
北
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
51
号

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
に
つ
い
て

大　

山　

隆　

雄　
　
　
　

平
成
27
年
６
月
18
日　

同
意

同　
意

同　
意

▼
▼  
請
願
第
３
号

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
請
願
書

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
２
号

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果採　

択

永
年
勤
続
で
表
彰

永
年
勤
続
で
表
彰

正
副
議
長

正
副
議
長

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
に
お

い
て
、
８
年
以
上
議
会
議
員
の

職
に
あ
っ
た
者
と
し
て
、
地
方

自
治
の
発
展
と
市
政
の
向
上
に

貢
献
し
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
　
　
　

加　

固　

豊　

治

　
　
　
　
　

小
松
﨑　
　
　

誠

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
に
お

い
て
、
市
議
会
正
副
議
長
職
に

あ
っ
た
も
の
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
感
謝
状

　
　
　
　
　

鈴　

木　

良　

道

○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
　
　
　

中　

根　

光　

男

第
２
回
臨
時
会  

審
議
結
果

▼
▼  

報
告
第
２
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

〈
霞
ヶ
浦
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規

模
改
造
工
事
請
負
契
約
の
変
更
〉

▼
▼  

承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

〈
か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
〉

▼
▼  

承
認
第
２
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

〈
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
〉

▼
▼  

選
挙
第
９
号

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

矢　

口　

龍　

人　

議
員

加　

固　

豊　

治　

議
員

岡　

﨑　
　
　

勉　

議
員

川　

村　

成　

二　

議
員

平
成
27
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
５

月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

承　
認

承　
認

可　
決

可　
決

決　
定

当　
選
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６月定例会議案質疑

議案第45号
かすみがうら市総合計画策定に関する条例の制定について

議案第47号
平成27年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）

今までの総合計画は、議会の議決を経て市の方針を確認するという方向性があり
ますが、改正によって大きく変わることはありますか。

総合計画全体については評価システムというのが明記されていると思いますが、
そのことの説明をお願いします。

第３条と４条について、現状の総合計画審議会の構成メンバーについて説明願い
ます。

基幹系システムの財源に一般財源が85万1000円計上されています。内容を伺う。

生活保護システムの改修委託にある生活扶助費の見直しについて説明願います。
また、改修委託費の32万4000円についても説明願います。

シニア応援プレミアム商品券の発売があることで、シニアカードの交付が増えているが、
960万円の予算分を売り切った場合は打ち切りとなるのでしょうか。

大きく変わる点として第３条で、総合計画の変更がうたわれております。地方創
生を含めた人口減少等に対応するため、新たな課題が発生した場合にはその都度
変更ができます。さらにその中で議会の議決を得るとの内容です。

進行管理上、毎年事業ヒアリングを行っています。その中で例えば50％しか進め
ていなかった場合などに、そこについては新たなものを付け加えながら整理をし
ていかなければならないと思っております。十分それらを踏まえて今後の計画の
策定については、検証と評価をしていくこととなります。

かすみがうら市総合計画審議会に関する条例で、委員の任期は２年とすると規定
されております。平成19年度から１次の総合計画がスタートしており、その際審
議会の委員が任命されております。現在２年たっており任期が切れております。
今回の第２次総合計画策定に当たり新たに審議会の委員の委嘱をする予定です。

住民基本台帳システム、団体宛名システム、税情報システムの３本の事業が含ま
れております。補助率は、住民基本台帳システムと団体宛名システムが10分の10
で税情報システムが３分の２です。税情報システムの３分の１を市の一般財源と
して手当てするものです。ただし、この３分の１につきましては地方財政措置と
して国からの交付税措置で手当てすると回答が来ております。

住宅扶助額が、一人の世帯では３万5400円が３万4000円となります。こちらは厚
生労働省で住宅扶助の見直しが決定されまして、７月から施行するとのことです。
一人世帯、それから複数の世帯等もあり、住宅扶助もいろいろとありますので、そ
のシステムに対応するために32万4000円での補正が必要との内容でございます。

県からの内示が960万円ですので、4,800セット分を売りきった場合は、期限内で
も打ち切りとなります。

議案審査特別委員会における主な議案質疑
平成27年　第２回定例会

（６月９日開催）
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議案第50号
霞ヶ浦北小学校大規模改造工事請負契約の締結について

▲改造工事の始まる北小学校
　　　　　　（旧北中学校）

ＪＶ(共同企業体)を組む場合の業者の資格は、市内に本店があり、建設工事の総
合評点値をクリアしていることです。該当したのは12社とのことですが、応札
したのは４企業体ですか。

自治振興事業の助成金は、ソフト事業が対象ですか。

昨年度の児童数とのことですが、２年後はもっと少なくなる可能性があるという
ことから、大体１クラスの人数は25人から30人程度ということでしょうか。

防犯カメラについて、今回何基設置するのですか。

北小学校の送迎バスの駐車場はどちらになりますか。

児童の登下校時の安全ということを考えたときに、送迎バス
の進入路と徒歩の児童の通路はどのようになっていますか。

来年から統合となる北小学校の児童数と教室の配置及び各教室における人数配置
はどのようになっていますか。

応札されたＪＶは４企業体でございます。そのうち１企業体のＪＶには、市内の業
者が２社参加しており、ＪＶで参加された市内の業者は全部で５社です。

ソフト事業が対象です。今回の助成事業は、逆西９区が購入するひょっとこ、お
かめ、狐のお面、振り毛、衣装が対象です。それぞれ３組ずつ揃えるとのことで、
総額では313万2000円の事業費となっており、そのうちの250万円を助成するもの
です。

そのとおりです。40人をわずかに超える学年がいくつかあると思われますので、
かろうじて２クラスとの実態もあろうかと思われます。

防犯カメラの設置は、今回６台で発注しております。配置については、校舎へ侵入する
昇降口、ほかの進入路、裏口等外部からの侵入者が予定されるところにしていきたいと
考えております。正式には学校の教職員等とも相談をして設置場所を決定してまいります。

校舎の南側の右側の部分になりますが、こちらにバスの転回スペースとあわせま
して、転回スペースの左側にバスの駐車スペースを６台分確保しております。現
在バスの台数につきましては、当初８台を予定しております。６台分のほかの２
台につきましては、転回スペースに配置するか、後ろの駐車場の利用になるかの
どちらかで対応していきたいと考えております。

北小学校の進入につきましては、現在の校門を改築して使
用する予定です。ご指摘のように、バスの進入路と児童の
通路は同じ校門を併用する状況となりますが、通行には支
障のないような形で現場等の調整をさせていただいて、安
全管理に努めるよう対応させていただきます。

現在の平成27年５月現在で３校あわせまして291名です。各学年とも２クラスの
配置を予定しており、12クラスのスタートとなる予定です。学年ごとの人数です
が、昨年度の３校の児童を足しあげた数字としては、１年生49名、２年生55名、
３年生43名、４年生50名、５年生49名、６年生が48名です。



6KASUMIGAURA

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 

査 

内 

容

調 
査 
内 
容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

●
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
項

　
・
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な

運
用
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
（
請
願
第
３
号
）

●
小
学
校
教
育
及
び
中
学
校
教
育
に
関
す
る
事
項

　
・
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

●
福
祉
行
政
に
関
す
る
事
項

　
・
平
成
27
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
等
学
習
応
援
事
業
に
つ
い
て

●
福
祉
行
政
に
関
す
る
事
項

　
・
介
護
老
人
福
祉
施
設
事
業
者
選
定
の
結
果
に
つ
い
て

●
小
学
校
教
育
及
び
中
学
校
教
育
に
関
す
る
事
項

　
・
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校
統
合
委
員
会
の
協
議
状
況
に
つ
い
て

　
・
平
成
27
年
度
の
学
校
施
設
整
備
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
生
涯
学
習
に
関
す
る
事
項

　
・
郷
土
資
料
館
帆
引
き
船
展
示
施
設
の
新
築
工
事
に
つ
い
て

●
議
会
運
営
の
円
滑
化
に
つ
い
て

　
・
音
声
認
識
機
能
を
用
い
た
会
議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
　
（
取
手
市
議
会
の
導
入
事
例
を
視
察
研
修
）

　
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
議
会
運
営
の
効
果
及
び
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
（
美
浦
村
議
会
の
導
入
事
例
を
視
察
研
修
）

（
７
月
14
日
開
催
）

（
６
月
８
日
開
催
）

（
６
月
８
日
開
催
）

（
５
月
20
日
開
催
）

（
７
月
27
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▲美浦村議会のタブレット端末
導入についての研修

▲交流センター

▲取手市議会の会議録作成支援
システムについての研修

委　員　会　活　動
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市
街
地
に
お
け
る
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
策
に
つ
い
て
、
図
書
館

千
代
田
分
館
の
活
用
率
は
低
下
傾
向
で
す
が
、
改
善
策
と
し
て
場
所
を
移
す

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
教
育
部
長　
現
在
、
分
館
の
図
書
館
機
能
を
移
す
こ
と
に
つ
い
て
確
定

し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
既
存
施
設
の
利
活
用
で
一
部
考
え
が
あ
り

ま
す
。
下
稲
吉
小
学
校
の
改
築
に
と
も
な
い
、
北
校
舎
の
多
目
的
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
学
校
敷
地
内
で
あ
り
ま
す
の
で
、
棲
み
分
け
が
で
き
れ
ば

地
域
の
交
流
施
設
と
し
て
利
用
が
可
能
で
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
中
で
１
つ
の
形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
市
の
介
護
制
度
を
市
内
外
の
病
院
等
ま
で
広
範
囲
に
周
知
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
広
報
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
介
護
保
険
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
65
歳
の
方
へ

の
介
護
保
険
証
の
送
付
時
に
介
護
保
険
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
同
封
し
て
い
る
ほ

か
、
介
護
保
険
の
手
引
き
冊
子
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
事
業
所
の
わ
か

る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
分
か
り
や
す
い
介
護
相
談
等
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

市
内
外
の
病
院
等
へ
の
広
範
囲
の
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
実
施
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
既
存
資
料
等
を
活
用
し
た
周
知
等

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

櫻井　繁行

川村　成二

議員

議員

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

図
書
館
千
代
田
分
館
を
整
備
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
を
し
、
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
、
戦
略
の
策
定
へ
と
進
め
ま
す

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
生
か
し
て
の
既
存
施

設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
等
を
考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

地
方
創
生
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

防
災
無
線
の
整
備
・
運
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
　
坪
井
市
政
の
掲
げ
る
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長　
現
在
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
市
長
を
本
部
長
と
し
た
本

部
会
議
、
市
職
員
に
よ
る
専
門
部
会
の
開
催
と
市
民
等
か
ら
施
策
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
５
月
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
意

見
・
助
言
を
も
ら
う
た
め
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
作
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
市
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
の
整
理
を
行
い
、
今
後
５
ヶ
年
の
目
標
や
基
本
的
な
方
向
、
そ
し
て
ア

イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
、
戦
略
の
策
定
へ
と
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
本
市
の
場
合
は
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
中
で
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
含
め
た
移
住･

定
住
の
促

進
、
そ
し
て
、
６
次
産
業
化
を
含
め
た
地
場
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の

創
出
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
防
災
無
線
の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

　
　
総
務
部
長　
千
代
田
地
区
の
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
整
備
に
続
き
、
霞
ヶ

浦
地
区
に
つ
い
て
も
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
防
災
無
線
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
へ
の
更
新
に
は
相
当
の
事
業
費
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
防
衛
省
補
助
の
活
用
等
で
の
有
効
財
源
の
確
保

と
事
業
費
の
縮
減
な
ど
を
行
い
、
可
能
な
限
り
早

い
時
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

介
護
保
険
制
度
の
周
知
を
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整
備
と
魅
力
発
信
に
つ
い
て

市
街
地
に
お
け
る
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１

▲図書館千代田分館

▲防災無線

一  般  質  問

２３
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▲千代田中学校

　
　
千
代
田
地
区
４
校
小
学
校
統
廃
合
に
お
い
て
の
課
題
並
び
に
今
後
の
方

針
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
教
育
部
長　
平
成
25
年
６
月
に
組
織
さ
れ
た
統
合
委
員
会
に
お
い
て
、

統
合
小
学
校
の
施
設
基
本
計
画
の
協
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
協
議
の
中

で
、
統
合
校
の
場
所
に
つ
い
て
千
代
田
中
学
校
の
敷
地
内
に
統
合
校
を
整
備

す
べ
き
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
た
め
、
意
見
の
集
約
が
で
き
ず
平
成
26

年
３
月
の
統
合
委
員
会
に
お
い
て
一
時
休
止
の
決
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
千
代
田
地
区
４
校
の
小
学
校
の
課
題
は
、
統
合
校
の
位
置
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
点
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
さ
ま
が
納
得
し
た
中
で
統
合
校
の
位
置
が
決
め
ら
れ

ま
す
よ
う
に
な
る
べ
く
早
く
保
護
者
や
地
域
の
意
見
調
整
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
も
、
意
見
調
整
の

状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
20
万
円
の
補
助
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
３
世
代
家
庭
や
親
世
代
と
近
く
に
住
む
よ
う
な
世
帯
に
対
し
て
助
成
は

考
え
て
お
り
ま
す
か
。

　
　
市
長
公
室
長　
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
20
万
円
の
助
成
や
銀
行
等

の
低
金
利
融
資
は
１
つ
の
定
住
化
策
で
す
。
移
り
住
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
策
と
し
て
、今
回
20
万
円
の
補
助
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、

３
世
代
あ
る
い
は
２
世
代
同
居
の
中
で
市
外
へ
流

失
し
な
い
よ
う
な
方
策
は
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙

田谷　文子

議員

議員

果
樹
生
産
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

４
校
小
学
校
統
廃
合
に
対
す
る
考
え
方
は

永
年
性
作
物
の
作
付
経
費
に
関
わ
る
補
助
や
生
産
性
の
向
上

等
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
支
援
や
連
携
を
図
っ
て
お
り
ま
す

意
見
調
整
の
状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
本
市
の
果
物
は
世
界
市
場
に
お
い
て
も
高
い
競
争
力
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
や
輸
出
に
向
け
た

取
り
組
み
を
市
が
積
極
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
本
市
は
果
樹
生
産
が
盛
ん
で
数
多
く
の
果
物
が
生
産

さ
れ
、
観
光
果
樹
園
も
盛
ん
で
あ
る
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
て
も
安
心
し
て
楽
し
い
観
光

が
体
験
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
環
境
の
整
備
や
受
け
入
れ
体
制
等

を
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
ご
み
処
理
の
広
域
連
携
に
お
け
る
市
民
生
活
圏
と
の
関
連
性
、
広
域
合

併
な
ど
の
将
来
像
を
見
据
え
た
判
断
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長　
今
回
の
ご
み
処
理
の
枠
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
自
治
体

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
広
域
連
携
に
よ
る
経
済
面
で
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
勘
案
し
て
広
域
化
を
模
索
し
て
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
各

種
委
任
事
務
に
関
し
ま
し
て
は
、
共
同
処
理
を
開
始
し
た
時
期
、
規
模
、
そ

の
事
務
の
特
性
、
地
域
性
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
限
ら
ず
一
致
し

な
い
例
が
多
く
、
共
通
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
の
小
学
校
の
統
廃
合
計
画
及
び
小
中
一
貫
校
に
つ

い
て
の
方
針
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

果
樹
生
産
及
び
販
売
促
進
の
た
め
の
「
フ
ル
ー
ツ
外
交
」
に
つ

い
て

総
額
１
３
２
億
円
の
ゴ
ミ
処
理
場
新
設
計
画
つ
い
て

市
内
防
犯
灯
６
０
０
０
余
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２３

▲湖山の宝推奨品
　（太陽のめぐみ「サンマロン」）
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か
す
み
が
う
ら
広
報
４
月
号
に
当
市
が
新
た
に
『
霞
台
厚
生
施
設
組
合

に
加
入
』
と
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
ど
れ
を
見
て
も
現
有
施
設
と
対

比
し
て
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
だ
な
ど
と
は
言
え
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。
唯
一

違
い
と
言
え
る
の
は
「
発
電
な
ど
が
効
率
的
に
行
え
る
」
と
い
う
点
だ
が
、

新
た
に
建
設
す
る
広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、「
発
電
」
機
能
を
備
え
る
計
画

な
の
か
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
今
年
度
、
同
組
合
に
お
い
て
、
施
設
の
基
本
構
想
や

新
し
い
ご
み
処
理
広
域
化
に
係
る
地
域
計
画
を
策
定
、
国
に
交
付
金
を
申
請

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
に
は
、
ご
み

発
電
施
設
は
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
施
設
の

適
正
規
模
・
建
設
費
用
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
含
め
て
検
討
さ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
就
学
援
助
制
度
の
徹
底
し
た
広
報
と
拡
充
に
つ
い
て
、
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
同
制
度
に
は
、
新
た
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
が
通
常
必

要
と
す
る
学
用
品
等
の
購
入
経
費
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

支
給
は
入
学
後
で
す
。
全
国
的
に
は
新
入
学
児
童
・
生
徒
へ
の
入
学
準
備
貸

付
制
度
等
に
取
り
組
む
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
他
自
治
体
の
状
況
を

精
査
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男

佐藤　文雄

議員

議員

悪
質
詐
欺
被
害
防
止
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
た
に
建
設
す
る
広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、

「
発
電
」
機
能
を
備
え
る
計
画
な
の
か
伺
う

警
察
官
の
講
演
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
事
業
・
啓
発
活
動
・
出

前
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

ご
み
発
電
施
設
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
（
補

助
金
）
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

地
域
の
福
祉
団
体
育
成
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

教
育
の
充
実
と
向
上
に
つ
い
て

悪
質
詐
欺
被
害
防
止
事
業
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

広
域
ご
み
処
理
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２

４

４

５

５

３

３

　
　
本
市
に
お
け
る
詐
欺
被
害
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
総
務
部
長　
本
市
の
被
害
状
況
で
す
が
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る
詐
欺

被
害
は
、
５
件
で
被
害
額
は
３
６
０
０
万
円
で
す
。
内
訳
は
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
が
３
件
、
金
融
商
品
詐
欺
が
１
件
、
名
義
貸
し
被
害
１
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
26
年
度
は
、
架
空
請
求
詐
欺
が
１
件
で
２
０
０
万
円
の
被
害
で
す
。

老
人
大
学
等
に
お
い
て
、
警
察
官
に
よ
る
講
演
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相

談
事
業
・
啓
発
活
動
・
出
前
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

　
　
市
民
部
長　
平
成
27
年
10
月
に
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
よ

り
、
12
桁
の
番
号
を
付
し
た｢

通
知
カ
ー
ド｣
と｢
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
申

請
書｣

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
書
を
返
送
す
る
と
平
成
28
年
１
月
以

降
、
市
民
窓
口
に
お
き
ま
し
て
通
知
カ
ー
ド
と
引
き
か
え
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
平
成
28
年
３
月
１
日
よ
り

住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
で
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
は
、
庁
内
に
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
が
置
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
課
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
今
後
と

も
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲新治地方広域事務組合環境クリー
ンセンター

▲マイナンバー政府広報
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▲建築工事が進む土浦協同病院

▲18歳の投票権が承認

　
　
市
長
及
び
議
員
と
職
員
の
政
治
倫
理
条
例
を
再
度
提
出
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
市
長　
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
を
対
象
と
し
た
政
治
倫
理
条
例
に
つ

い
て
は
再
度
提
出
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の

政
治
倫
理
の
条
例
化
に
つ
い
て
は
議
員
各
位
に
ご
判
断
い
た
だ
く
べ
き
も
の

と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
に
つ
き
ま
し
て
も
不
祥
事
の
再
発
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
は
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
手
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
協
同
病
院
ア
ク
セ
ス
道
路
へ
の
接
続
道
路
整
備
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
市
長
公
室
長　
茨
城
県
と
土
浦
市
、石
岡
市
、小
美
玉
市
、本
市
で｢

〝
山
・

水
・
湖
・
空
〟
豊
か
な
自
然
環
境
・
観
光
資
源
を
つ
な
ぐ
地
域
再
生
計
画｣

を

策
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年
で
道
路
整
備
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

市
内
新
治
地
区
の
市
道
６
号
線
、
東
京
製
綱
脇
の
市
道
０
１
１
０
号
線
、
池

田
石
油
か
ら
土
浦
方
面
に
向
か
う
市
道
０
１
０
９
号
線
を
拡
幅
す
る
計
画
で

ご
ざ
い
ま
す
。
用
地
取
得
後
に
今
年
度
か
ら
工
事

に
入
る
予
定
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

古橋　智樹

設楽　健夫

議員

議員

指
定
金
融
機
関
制
度
の
見
直
し
で
地
域
活
性
化
を

政
治
倫
理
条
例
議
案
の
提
出
に
つ
い
て

現
在
が
完
全
と
考
え
な
い
。
俯
瞰
し
検
討
す
る

市
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
に
応
え
て
い
く
た
め
、
倫
理

の
確
立
を
図
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
な
れ
合
い
の
中
で
は
見
失
い
、
気
づ
け
な
い
こ
と
が
常
で
あ
る
。
先
進

事
例
の
よ
う
に
、
輪
番
制
等
で
な
け
れ
ば
各
金
融
機
関
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な

い
。
公
金
が
停
滞
す
る
こ
と
で
は
活
性
が
生
ま
れ
な
い
。
制
度
見
直
し
等
を

検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
　
市
長　
指
定
金
融
機
関
を
定
期
的
に
か
え
、
互
い
の
業
務
内
容
を
取
入

れ
効
率
化
で
き
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
茨
城
県
内
に
は
、
輪
番
制
を
取
り

入
れ
て
い
る
自
治
体
は
８
団
体
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。
現
在
の
状
況
が
完

全
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
、
市
町
村
の
状
況
、

ま
た
費
用
対
効
果
、
効
率
的
な
行
政
運
営
、
事
業
効
果
な
ど
を
含
め
公
共
施

設
全
体
の
あ
り
方
を
俯
瞰
し
た
中
で
課
題
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
投
票
権
が
２
歳
下
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
義
務
教
育
以
前
の
３
歳

か
ら
４
歳
、
５
歳
、
こ
こ
に
予
算
事
業
化
を
ス
ポ
ッ
ト
的
に
優
先
し
て
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
市
長　
国
会
で
18
歳
の
投
票
権
が
承
認
さ
れ
た
。
特
に
幼
児
期
、
３
歳

か
ら
５
歳
の
教
育
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
時
期
と
い
う
の
は
人
間
形
成
に

と
っ
て
は
一
番
大
事
な
時
期
で
も
あ
り
、
私
も
教
育
は
ま
さ
に
国
家
一
番
の

社
会
の
財
産
で
も
あ
り
、
本
当
に
国
家
百
年
の
計
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、
特
に
低
年
齢
児
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
教
育
関
係
者
と
相
談
を
し
な
が
ら
、
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

ＱＱ ＡＡ

直
近
10
年
間
の
市
長
、
議
員
、
職
員
の
逮
捕
・
不
祥
事
の
再
発

防
止
策
と
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

焼
却
施
設
建
設
（
３
市
１
町
広
域
ご
み
処
理
計
画
）
霞
台
厚
生

施
設
組
合
加
入
に
つ
い
て

協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
及
び
神
立-

西
成
井
線

バ
イ
パ
ス
工
事
の
見
通
し
に
つ
い
て

貧
困
に
よ
る
家
庭
教
育
不
足
ケ
ア
と
急
務
18
歳
選
挙
権
へ
の
備
え

市
長
権
限
と
な
る
総
合
教
育
会
議
と
子
ど
も
の
ス
キ
ル
に
資
す

る
近
隣
市
予
算
格
差

国
保
平
成
30
年
度
県
移
管
と
資
産
割
な
ど
近
隣
市
負
担
割
格
差

へ
の
対
応

指
定
金
融
機
関
制
度
の
見
直
し
で
地
域
活
性
化
を

公
平
性
を
証
明
で
き
な
い
現
状
の
競
争
入
札
等
参
加
の
当
市
事

務
取
扱

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２３

２４ ３５
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来栖　丈治 議員

旧
下
大
津
保
育
所
跡
の
桜
の
保
護
活
用
に
つ
い
て

指
定
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ

桜
の
保
護
活
用
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
主
な
改
正
に
つ
い
て

生
活
保
護
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
県
道
へ
の
設
置
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２４３

　
　
旧
下
大
津
保
育
所
跡
の
桜
を
保
護
活
用
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

　
　
教
育
部
長　
指
定
文
化
財
と
す
る
目
的
は
、
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
で
あ

る
文
化
財
を
保
護
し
、後
世
に
伝
承
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

指
定
を
受
け
る
と
所
有
者
や
管
理
者
は
、
そ
の
文
化
財
を
後
世
に
伝
承
・
継

承
し
て
い
く
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
下
大
津
保
育
所
の
桜
に
指
定
の
価
値
が
あ
る
か
、
市
が

責
任
を
も
っ
て
後
世
に
命
を
つ
な
い
で
い
け
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
専

門
的
見
識
を
持
っ
た
方
々
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
防
犯
灯
の
具
体
的
な
設
置
基
準
に
つ
い
て

　
　
総
務
部
長　
か
す
み
が
う
ら
市
防
犯
灯
・
街
路
灯
設
置
要
網
の
規
定
に

基
づ
き
、
設
置
箇
所
及
び
設
置
手
続
、
維
持
管
理
方
法
な
ど
を
定
め
て
お
り

ま
す
。
設
置
基
準
と
い
た
し
ま
し
て
、
道
路
法
に
基
づ
き
市
道
と
認
定
し
た

道
路
や
通
学
路
、
防
犯
上
必
要
と
認
め
る
箇
所
に
設
置
す
る
も
の
と
し
、
設

置
間
隔
は
お
お
む
ね
25
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
と
定
め
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

行
政
区
等
が
設
置
す
る
場
合
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
事
業
費
助
成
補
助
金
等

交
付
要
綱
の
規
定
に
基
づ
き
要
望
の
あ
っ
た
行
政

区
等
に
補
助
金
を
交
付
し
、
設
置
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲旧下大津保育所跡地の桜の木

【本会議の案内】
・本会議の会期日程
・一般質問の内容
・本会議中継のご案内
・提出議案の審議結果
【本会議　会議録】
・平成22年第１回定例会からの本会議会議録
をご覧いただけます。

【市議会だより】
・これまで発行したすべてのバックナンバー
をご覧いただけます。

【その他】
・議員名簿、議長交際費（Ｈ26年４月分～）、
傍聴に関すること等を掲載しております。

【本会議 録画映像】
・平成24年第２回定例会からの本会議
録画映像をご覧いただけます。

開かれた議会を目指し、さまざまな情報を発信！
～かすみがうら市議会ホームページを、ぜひご利用ください～



松
下
村
塾
を
開
塾
し
た
吉
田
松
陰
の
言
葉
に

「
夢
な
き
者
に
理
想
な
し　

理
想
な
き
者
に
計

画
な
し　

計
画
な
き
者
に
実
行
な
し　

実
行
な

き
者
に
成
功
な
し　

故
に
、
夢
な
き
者
に
成
功

な
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
混
沌
と
し

た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
夢
を
待
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
夢
を
抱
き
、
議
会
一
丸
と
な

り
地
域
発
展
の
た
め
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
櫻
井　
繁
行

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（5月2日〜7月31日まで）

●
５
月
●

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

14
日　

第
２
回
臨
時
議
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

20
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

25
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
議
員
勉
強
会

　

26
日　

県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

27
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

28
日　

市
長
村
長
・
市
町
村
議
会
議
長
会
議

　

29
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

●
６
月
●

　

１
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

　

２
日
～
18
日

　
　
　
　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

８
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会

　

９
日　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

17
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会

　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
７
月
●

　

６
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
臨
時
会

　

７
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
臨
時
会

　

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

16
日
～
17
日

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修
会

　

22
日
～
23
日　

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
視
察
研
修

　

24
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　

臨
時
会

　

27
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

31
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 繰越明許費繰越明許費 とはとは？？
歳
出
予
算
の
一
部
で
、
そ
の
性
質
上
又

は
予
算
成
立
後
の
事
由
に
よ
り
、
年
度
内

に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
、
予
算
で
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
経
費
を
「
繰
越
明
許
費
」
と
い
う
。

繰
越
明
許
費
は
、
翌
年
度
限
り
の
繰
越

使
用
で
あ
り
、
そ
の
決
算
は
、
翌
年
度
の

決
算
と
合
わ
せ
て
決
算
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
繰
越
明
許
費
の
対
象
と
な
る
の

は
、
次
の
２
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
１
つ
目

は
、
そ
の
性
質
上
、
年
度
内
に
そ
の
支
出

が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
。
２

つ
目
は
、
予
算
成
立
後
の
事
由
に
基
づ

き
、
年
度
内
に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い

見
込
み
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

繰
越
明
許
費
は
、
予
算
の
一
部
を
な
す

も
の
で
あ
る
の
で
、
議
会
の
議
決
を
要
す

る
。

（
地
方
議
会
運
営
事
典
よ
り
抜
粋
）


